
第５号議案 

 

 

 

２０２０年度に中学校において使用する教科用図書（特別の教科 道徳 

を除く）の採択の適正を図るため、義務教育諸学校の教科用図書の無償 

措置に関する法律施行令第８条に定める採択基準と選定に必要な資料に 

ついて 

 

 

２０２０年度に中学校において使用する教科用図書（特別の教科 道徳を

除く）の採択の適正を図るため、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に

関する法律施行令第８条に定める採択基準と選定に必要な資料について、次

のとおり定める。 
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２０２０年度に中学校において使用する教科用図書（特別の教科 道徳を除く）

の採択基準と選定に必要な資料について 

 
１ 採択基準について  

 

 (1) 義務教育諸学校で使用する教科用図書（特別の教科 道徳を除く）（以

下「教科書」という。）の採択は、「義務教育諸学校の教科用図書の無償

措置に関する法律」の規定に基づいて適正に実施すること。 

 

 (2) 採択にあたっては、平成３１年３月２９日付け３０文科初第１８５３号

「教科書採択における公正確保の徹底等について（通知）」、平成３１年

３月２９日付け３０文科初第１８５４号「教科書採択の公正確保について

（通知）」および平成３１年３月２９日付け３０初教科第３３号「2020 年

度（新元号 2 年度）使用教科書の採択事務処理について（通知）」に基づ

き、専門的な教科書研究の充実を図るとともに、適正かつ公正な採択およ

び開かれた採択を確保すること。 

 

 (3) ２０２０年度に中学校において使用する教科書の採択にあたっては、県

教育委員会の示す「選定に必要な資料」を十分活用すること。 

 

 (4) 特別支援学級において使用する教科書の採択にあたっては、以下のとお

りとすること。 

  ① ２０２０年度に特別支援学級において使用する教科書の採択にあたっ  

   ては、県教育委員会の示す「選定に必要な資料」を十分活用すること。 

  ② 生徒の障害の種別および程度を十分考慮し、採択すること。 

 

２ 選定に必要な資料について  

 

 (1) 通常の学級については、次のとおりとすること。 

  ① ２０１９年度は、学習指導要領に基づき編集された２０２０年度使用

の中学校教科書を新たに採択する年度である。しかしながら、平成２９

年３月に新学習指導要領が告示されて２０２１年度から全面実施される

ことから、今回の採択は２０２０年度のみの使用となる。 

    また、２０２０年度使用の中学校教科書については、新たに文部科学

大臣の検定を経たものはないことから、平成２７年度に作成した「中学

校教科用図書選定に必要な資料」を参考とすること。 



  ②  上記のことから２０１９年度の教科用図書専門調査員は置かないこと

とする。 

  ③ 選定に必要な資料は、以下のとおりとする。 

   「中学校教科用図書選定に必要な資料（平成２７年度作成）－中学校－」 

 

 (2) 特別支援学級については、次のとおりとすること。 

  ① 特別支援学級が使用している文部科学省検定教科書に関しても、新たに

文部大臣の検定を受けたものはなく、また、文部科学省著作教科書につい

ても新たに出版されたものがないことから、「中学校特別支援学級教科用

図書選定に必要な資料（平成２７年度作成）－中学校特別支援学級－」を

参考とすること。 

   ②  その他については、通常の学級と同じ扱いとする。 

  ③ 選定に必要な資料は、以下のとおりとする。 

  ・「中学校特別支援学級教科用図書選定に必要な資料（平成２７年度作成）

－中学校特別支援学級－」 

  ・「平成３２年（新元号２年）度用一般図書一覧」（文部科学省） 


































































































































































































































































